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第
十
二
章　

青
年
の
願
い
に
こ
た
え
る
施
策
の
充
実
を

　

日
本
の
高
等
教
育
へ
の
公
費
負
担
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
諸
国
で
ワ
ー
ス
ト
２
位
、
平
均
１
・
３
％
に
対
し
て
０
・
７
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
立
大
学
の
初
年
度
納
付
金
は
平
均
で
約
１
４
８
万
円
、
国
立
大
で
約
82
万
円
に
も
な
っ
て
い
る
な
ど
高
す
ぎ
る
学

費
の
中
で
、
学
生
の
８
割
が
ア
ル
バ
イ
ト
に
従
事
し
３
人
に
１
人
が
貸
与
奨
学
金
を
借
り
て
い
る
と
い
う
、
学
生
生
活
が
成
り
立
た
な
い

状
況
が
蔓
延
し
て
い
ま
す
。
平
均
で
３
０
０
万
円
の
奨
学
金
と
い
う
借
金
を
か
か
え
て
社
会
に
出
ざ
る
を
え
な
い
状
況
で
、
若
い
世
代
の

抱
え
る
奨
学
金
返
済
額
は
総
額
10
兆
円
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。

　

大
学
の
学
費
値
上
げ
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
も
と
も
と
日
本
の
異
常
に
高
い
学
費
の
解
決
は
学
生
・
国
民
の
も
っ
と
も

切
実
な
願
い
の
一
つ
で
す
。
し
か
し
東
京
大
学
が
年
10
万
円
余
の
値
上
げ
を
実
施
す
る
な
ど
国
立
大
で
の
値
上
げ
、
ま
た
私
立
大
で
も
毎

年
の
よ
う
に
値
上
げ
が
続
く
な
ど
、
高
す
ぎ
る
学
費
が
こ
れ
以
上
値
上
げ
さ
れ
れ
ば
、
学
生
も
家
族
も
そ
の
負
担
に
耐
え
ら
れ
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
今
年
２
月
、
全
国
１
２
０
以
上
の
大
学
な
ど
高
等
教
育
機
関
が
賛
同
し
た
、
学
費
値
上
げ
を
阻
止
し
て
無
償
化
を
求
め

る
集
会
が
開
か
れ
る
な
ど
、
学
費
に
関
す
る
世
論
は
一
層
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
声
に
応
え
、
教
育
予
算
の
大
幅
増
で
一
刻
も
早

く
授
業
料
半
額
、
無
償
化
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
が
２
０
２
４
年
度
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
25
歳
以
下
で
最
低
賃
金
に
近
い
労
働
者
（
最
低
賃
金
の
１
・
１
倍
未
満
）
や
、

年
収
２
０
０
万
円
以
下
の
《
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
》
と
呼
ば
れ
る
労
働
者
の
割
合
が
ど
ち
ら
も
20
％
を
超
し
て
お
り
、
非
正
規
労
働
者
は
20

年
前
と
比
べ
て
約
１
・
４
倍
、
６
２
０
万
人
も
増
加
し
２
，
１
２
４
万
人
に
達
し
て
い
ま
す
。
非
正
規
を
は
じ
め
最
低
賃
金
ギ
リ
ギ
リ
で

働
く
労
働
者
、
高
す
ぎ
る
学
費
の
支
払
い
に
追
わ
れ
長
時
間
・
複
数
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
強
い
ら
れ
て
い
る
学
生
た
ち
に
と
っ
て
、
労
働
時

間
の
短
縮
と
賃
金
の
大
幅
な
引
き
上
げ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

川
崎
市
は
２
０
２
４
年
度
か
ら
若
年
単
身
世
帯
の
市
営
住
宅
へ
の
入
居
資
格
を
拡
大
し
ま
し
た
が
、
募
集
す
る
住
戸
は
駅
か
ら
遠
く
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
な
い
３
階
以
上
の
古
い
建
物
で
、
若
者
が
入
る
に
は
条
件
が
悪
い
も
の
で
あ
り
市
営
住
宅
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
に
等
し
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い
状
態
で
す
。
物
価
高
騰
の
影
響
で
民
間
賃
貸
住
宅
の
家
賃
は
上
昇
し
て
お
り
、
低
賃
金
で
働
く
若
者
に
と
っ
て
は
住
ま
い
を
探
す
こ
と

か
ら
困
難
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
と
い
っ
た
欧
州
で
は
若
者
の
た
め
の
住
宅
政
策
と
し
て
、
市
場
一
般
よ
り
も

低
価
格
な
家
賃
で
入
居
で
き
る
公
営
住
宅
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
川
崎
市
も
若
者
支
援
と
い
う
点
か
ら
、
駅
か
ら
近
く
設
備
の
整
っ

た
市
営
住
宅
を
増
設
す
べ
き
で
す
。

　

学
費
や
家
賃
の
高
騰
に
加
え
て
物
価
高
で
困
窮
す
る
若
者
や
学
生
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
「
高
額
バ
イ
ト
」「
ホ
ワ
イ
ト
案
件
」
な
ど
の
聞
こ
え

が
い
い
言
葉
で
誘
導
し
、
脅
迫
し
て
犯
罪
に
加
担
さ
せ
る
「
闇
バ
イ
ト
」
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
困
難
な
状
況
に
あ
る
若
者
ら

を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
調
べ
で
は
、
経
済
的
に
苦
し
い
と
答
え
た
若
者
は
５
割
を
こ
え
、
多
く
が
親
や
家
族
に
頼
れ
ず
行
政
の
支
援

な
ど
の
情
報
も
見
た
こ
と
が
な
い
と
い
い
ま
す
。
貧
困
と
格
差
、
非
正
規
労
働
の
広
が
り
が
若
者
や
学
生
を
追
い
詰
め
て
い
ま
す
。
こ
の

大
元
の
原
因
を
改
善
し
、
希
望
あ
る
未
来
を
示
す
政
治
の
責
任
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

川
崎
市
の
状
況
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
わ
が
党
は
今
年
６
月
、
市
内
高
津
区
に
在
住
の
18
歳
か
ら
25
歳
の
方
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。「
生
活
が
苦
し
い
、
や
や
苦
し
い
」
と
の
回
答
が
８
割
以
上
を
占
め
、
自
由
記
述
に
は
「
学
費
が
高
く
、
こ
れ

か
ら
多
額
の
奨
学
金
を
返
す
と
思
う
と
苦
し
い
」「
大
学
進
学
を
機
に
１
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
が
、
親
の
援
助
が
な
け
れ
ば
到
底
生
活
で

き
な
い
」
と
い
っ
た
回
答
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
お
金
の
心
配
な
く
学
業
に
取
り
組
め
る
、
生
活
に
困
ら
な
い
よ
う
市
が
支
援
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

（
一
）
大
学
生
の
権
利
を
守
り
「
お
金
の
心
配
な
く
」
学
ぶ
環
境
を
保
障
し
て
、
自
立
に
向
け
た
支
援
を
行
う

①　

給
付
制
奨
学
金
制
度
を
拡
充
し
、
学
費
を
減
免
す
る
よ
う
国
に
申
し
入
れ
る
。

②　

川
崎
市
は
、
給
付
型
の
大
学
奨
学
金
の
創
設
及
び
無
利
子
の
奨
学
金
を
拡
充
す
る
。

③　

市
独
自
で
実
施
し
て
い
る
大
学
生
の
奨
学
金
制
度
を
短
大
や
専
門
学
校
に
拡
大
さ
せ
る
。

④　

市
立
看
護
大
学
の
学
生
に
「
働
く
権
利
」「
労
働
条
件
」
を
学
ぶ
「
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
ま
た
は
「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を
配
布
し
、
学

ぶ
場
を
つ
く
る
。

⑤　

県
立
保
健
福
祉
大
学
で
は
２
０
２
５
年
度
よ
り
入
学
金
の
減
免
を
行
う
事
が
決
ま
っ
た
。
市
立
看
護
大
で
も　

入
学
金
の
減
免
を

行
う
。
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（
二
）
青
年
の
雇
用
対
策
に
と
り
く
む

①　

正
規
雇
用
を
増
や
し
安
定
し
た
雇
用
の
確
保
と
人
材
育
成
・
定
着
の
強
化
を

ア　

市
内
青
年
の
求
職
状
況
調
査
及
び
雇
用
実
態
調
査
を
行
い
、
実
態
を
把
握
し
正
規
雇
用
の
目
標
を
も
っ
て
施
策
に
あ
た
る
。

イ　
「
青
少
年
の
雇
用
機
会
の
確
保
等
に
関
し
て
事
業
主
が
適
切
に
対
処
す
る
た
め
の
指
針
」
に
基
づ
き
、
新
卒
採
用
に
当
た
っ
て
、

少
な
く
と
も
卒
業
後
３
年
間
は
新
卒
採
用
と
し
て
応
募
で
き
る
よ
う
に
す
る
よ
う
事
業
者
青
年
へ
の
周
知
を
行
う
。

ウ　

失
業
し
て
い
る
若
者
や
新
卒
未
就
職
者
な
ど
に
職
業
訓
練
や
資
格
取
得
の
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
技
術
や
技
能
、
資
格

を
取
得
で
き
る
場
を
市
独
自
で
設
置
す
る
。

エ　

正
規
雇
用
の
橋
渡
し
と
な
る
国
の
ト
ラ
イ
ア
ル
事
業
を
新
卒
者
以
外
に
も
対
象
を
広
げ
、
市
の
制
度
と
し
て
立
ち
あ
げ
る
。

②　

各
自
治
体
が
取
り
組
む
施
策
を
参
考
に
正
規
社
員
を
増
や
す
。

ア　

東
京
都
で
実
施
す
る
奨
励
金
制
度
を
本
市
で
も
創
設
し
、
市
内
中
小
企
業
が
若
者
を
正
規
雇
用
化
及
び
職
場
定
着
を
促
進
で
き

る
よ
う
、
奨
励
金
を
支
給
す
る
。

イ　

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
に
つ
い
て
は
、
鳥
取
県
、
兵
庫
県
と
神
戸
市
、
福
岡
県
北
九
州
市
な
ど
の
よ
う
に
、
補
助
金
を
市
内
の

中
小
企
業
支
援
、
青
年
へ
の
直
接
支
援
と
し
て
正
規
雇
用
に
つ
な
げ
る
施
策
を
本
市
で
も
実
施
す
る
。

ウ　

ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
・
闇
バ
イ
ト
は
違
法
で
あ
る
こ
と
を
、
ポ
ス
タ
ー
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
周
知
を
行
う
。
又
、
関
わ
っ
て
し
ま
っ

た
時
の
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
。

（
三
）
青
年
の
権
利
を
守
り
、
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
支
援
す
る

①　

自
立
し
た
生
活
を
お
く
れ
る
よ
う
支
援
し
、
不
当
労
働
行
為
か
ら
青
年
を
守
る
対
策

ア　

使
用
者
と
の
雇
用
契
約
が
書
面
に
よ
り
き
ち
ん
と
交
わ
さ
れ
る
よ
う
、
市
内
企
業
へ
の
申
し
入
れ
や
実
態
調
査
を
実
施
し
徹
底

指
導
す
る
。

イ　

不
当
労
働
行
為
か
ら
青
年
労
働
者
を
守
る
よ
う
「
労
働
３
法
」
の
周
知
を
徹
底
し
、
街
頭
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
労

働
問
題
の
相
談
が
で
き
る
よ
う
に
相
談
活
動
を
強
化
す
る
。
と
り
わ
け
街
頭
で
の
労
働
相
談
は
、
回
数
や
場
所
を
増
や
す
。



― 148 ―

②　
「
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
ズ
か
わ
さ
き
」
は
、
気
軽
に
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
施
設
を
充
実
さ
せ
る
。
ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配

慮
し
た
相
談
室
に
す
る
。
相
談
支
援
ス
タ
ッ
フ
を
増
や
し
て
い
く
。
南
部
地
域
に
も
設
置
す
る
。

③　

ひ
き
こ
も
り
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
訪
問
支
援
も
行
い
な
が
ら
、
支
援
段
階
に
あ
わ
せ
て

家
族
や
当
事
者
へ
の
支
援
を
実
施
で
き
る
よ
う
制
度
を
設
置
す
る
。

④　

低
賃
金
な
ど
生
活
困
窮
に
よ
っ
て
自
立
で
き
ず
生
活
支
援
を
必
要
と
す
る
若
者
が
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口
を
各
行
政
区
に
設

置
す
る
。

⑤　

新
卒
で
就
職
が
出
来
な
か
っ
た
青
年
や
離
職
し
た
青
年
な
ど
が
、
自
立
し
て
生
活
で
き
る
生
活
資
金
制
度
を
創
設
す
る
。

⑥　

収
入
の
少
な
い
単
身
青
年
労
働
者
に
対
し
家
賃
補
助
制
度
や
、
水
光
熱
費
の
支
援
制
度
を
つ
く
る
。（
再
掲
）

　

・
市
内
に
転
入
し
て
き
た
若
者
に
対
し
て
生
活
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
の
手
続
き
な
ど
市
内
で
の
生
活
が
ス
ム
ー
ズ
に
ス
タ
ー
ト
で

き
る
よ
う
わ
か
り
や
す
い
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る

（
四
）
文
化
芸
術
ス
ポ
ー
ツ
の
自
主
的
活
動
を
支
援
す
る

①　

バ
ン
ド
演
奏
や
多
様
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
が
可
能
な
演
奏
会
場
と
練
習
場
を
全
区
に
設
置
す
る
。（
文
化
再
掲
）

②　

青
年
の
自
主
的
な
文
化
・
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
対
し
、
青
年
が
無
理
な
く
利
用
で
き
る
価
格
に
な
る
よ
う
施
設
使
用
料
の
減

額
な
ど
助
成
を
行
な
う
。
低
廉
で
、
夜
間
・
早
朝
な
ど
、
い
つ
で
も
使
え
る
、
文
化
、
芸
術
活
動
を
支
援
す
る
拠
点
施
設
を
各
行
政

区
に
整
備
す
る
。（
文
化
再
掲
）

③　

商
店
街
の
空
き
店
舗
な
ど
を
活
用
し
、
青
少
年
の
文
化
芸
術
活
動
の
拠
点
と
し
て
整
備
す
る
。（
文
化
再
掲
）

④　

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
、
Ｂ
Ｍ
Ｘ
な
ど
の
競
技
を
、
安
心
し
て
練
習
で
き
る
施
設
を
各
区
に
つ
く
る
。（
文
化
再
掲
）

（
五
）
若
者
の
政
治
参
加
の
た
め
条
件
整
備
を
す
す
め
る

①　
「
18
歳
選
挙
権
」
制
度
が
実
施
さ
れ
た
現
在
、
学
校
現
場
で
は
主
権
者
を
育
む
政
治
教
育
を
守
り
、
生
徒
も
教
師
も
自
由
闊
達
に
政

治
や
社
会
の
問
題
を
語
り
合
え
る
教
育
環
境
を
つ
く
る
。
学
校
教
育
の
場
以
外
で
は
、
政
治
や
社
会
の
こ
と
を
学
ぶ
機
会
が
少
な
い

た
め
、
気
軽
に
話
し
合
え
る
場
や
主
権
者
教
育
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
開
催
し
、
関
心
を
高
め
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
。
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②　

若
者
が
主
権
者
と
し
て
政
治
に
参
加
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
高
す
ぎ
る
供
託
金
を
引
き
下
げ
る
、
若
者
の
政
治
参
加
を
保
障
す

る
上
で
被
選
挙
権
年
齢
を
引
き
下
げ
る
な
ど
、
公
職
選
挙
法
を
改
正
す
る
よ
う
国
に
要
望
す
る
。

③　

市
内
の
大
学
や
商
業
施
設
な
ど
、
若
者
が
利
用
し
や
す
い
場
所
へ
の
投
票
所
設
置
を
す
す
め
る
。

④　

地
方
か
ら
川
崎
市
に
住
民
票
を
移
動
し
て
い
な
い
学
生
に
、
不
在
者
投
票
に
つ
い
て
周
知
を
強
め
る
。

（
六
）
平
和
・
環
境
を
守
る
運
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
支
援
す
る

①　

平
和
を
守
る
運
動

ア　

日
本
国
憲
法
９
条
に
基
づ
い
た
平
和
に
対
す
る
教
育
方
針
を
推
進
す
る
よ
う
、
国
に
要
請
す
る
。

イ　

広
島
県
、
長
崎
県
で
開
催
さ
れ
る
「
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
」
な
ど
の
平
和
を
考
え
る
催
し
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
本
市
は
高

校
生
・
学
生
に
対
し
周
知
徹
底
を
行
う
。

②　

環
境
を
守
る
運
動

ア　

環
境
問
題
、
気
候
危
機
に
関
す
る
教
育
方
針
を
推
進
す
る
よ
う
、
国
に
要
請
す
る
。

イ　

東
京
都
杉
並
区
で
は
、
無
作
為
抽
出
に
よ
り
選
ば
れ
た
参
加
者
が
気
候
変
動
対
策
に
関
し
て
有
識
者
か
ら
情
報
提
供
を
受
け
な

が
ら
、
自
由
な
意
見
で
議
論
を
重
ね
る
「
杉
並
区
民
会
議
」
を
本
年
３
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
本
市
で
も
同
様
の
会
議
を
実
施

す
る
。




